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麗澤大学　新学部設置に伴うキャンパス再整備計画

麗澤大学校舎「さつき」完成
（６）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　４月９日　（火曜日）

１階ラーニングホール

　文理融合総合大学への転換をめざす新工学部設立のキャンパス整備プ
ロジェクトとなる。学園創立者の建学の精神・教育理念に沿い、活動の
可視化、交流の誘発、柔軟性の確保を重視し、デザイン思考、データサ
イエンス、エンジニアリングを融合した「共創の場となる学修環境・環
境共生型の建築・ランドスケープの実現」をコンセプトとし、先進技術
と施工技術の融合を図り、ものづくりの更なる飛躍を試みた。

　１・２階は学生教育の中心となる講義室やラーニングコモンズ、３・
４階は研究の中心となる研究室・教員室で構成される。豊かな自然を取
り込み、平面・上下へと視線が抜け、室内外の活動が相互に伝わる「共
創」を誘発するリビングラボを設け、４年後の学部学年進行の完成年度
を見据え柔軟性ある学修環境を目指した。
　外皮として方位ごとに異なる向きのエキスパンドメタルを用い、省エ
ネと意匠性を兼ね備えた環境ファサードエンジニアリングを展開し、大
型実験室と大教室では木造木質のCLT耐震壁とRC梁とCLT型枠ハイブ
リット構法となる「RCLT梁」の新構法を採用した。
　環境面ではBELS認証ZEB-Ready（BEI値．）を取得、CASBEE柏
「Ｓランク」を目指し、自然エネルギーの活用や新たなAIカメラによる
センシング技術として人密度に応じた換気量制御システムを導入した。
外構では都市型集中豪雨への対策としてバイオスウェルや湿生植物を取
り入れたレインガーデンを創出し持続可能性と生物多様性の向上を図
り、環境共生型キャンパスを実現した。
　１階ラーニングホールでは創立者へのオマージュ作品が展示され、学
生たちの豊かで健やかな日常を見守り続けることであろう。
　基本設計：一般社団法人キャンパスとまち計画研究所代表理事

上野藤井建築研究所共同主宰 　上野　武
　実施設計：鹿島建設株式会社　建築設計本部　建築設計統括グループ

教育文化統括グループリーダー 　丸野　道明

　この度、新校舎「さつき」が無事に竣工いたしました。完成に際し、
多大なるご尽力をいただきました関係各位に心から御礼申し上げます。
　本学は、創立以来文系大学として学びを提供してきましたが、年
に周年を迎えることを機に、今年４月に初めての理系学部として工学
部を開設いたしました。その拠点となるのが校舎「さつき」です。

　地上４階建ての校舎には、約名収容可能な大講義室や、２フロア
分の高さで開放的な大型実験室、数理科目やプログラミングを教員が１
対１で指導する工学学習支援室（iStudio）など、最先端の学習と研究を
サポートする環境が整いました。大勢の学生が行き交うオープンスペー
スとして活用できるラーニングホールは、学部を超えたコミュニケーシ
ョンの場として期待されます。
　校舎「さつき」を含むワンキャンパスで、文理横断・文理融合の教育
を展開し、より広範な知識と視野を持つ学生を育て、地域と社会に貢献
できる「グローバル人材」の育成を目指して参ります。

１階　人大教室

１階　大型実験室

２階から見たラーニングホール ４階からの吹き抜けと３階リサーチコモン
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■工事名：麗澤大学新学部設置に伴うキャンパス再整備計画
■所在地：千葉県柏市光ケ丘丁目番号
■建築主：学校法人廣池学園
■基本設計・デザイン監修：上野・藤井建築研究所
■設計・監理・施工：鹿島建設株式会社
■ＣＭＲ：株式会社山下ＰＭＣ
■敷地面積：，．㎡
■建物構造・規模：ＲＣ造一部木・Ｓ造地上階建て／塔屋階
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■工期（さつき建築期間）：年月～年月
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